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JENESYS2024 日本 ASEAN 高校生オンライン交流の記録 
（テーマ：気候変動、エネルギー、環境） 

 

１．プログラム概要 
【目的・概要】ASEAN 諸国及び東ティモールの高校生（203 名）が、「気候変動、エネルギー、環境」に

関する日本の施策や取組みについての理解を深めることを目的に、2024 年 8 月 20 日から 8 月 24 日ま

でオンライン訪日プログラムに参加しました。参加者は、日本の次世代のエネルギー開発や環境保全活

動等について、講義、視察や意見交換を行いました。また、日本人学生との交流や家庭訪問等を通じて、

日本文化を体験しました。 
 
【参加者・人数】ASEAN 諸国及び東ティモールの高校生 合計 203 名 
（内訳）ASEAN 諸国（インドネシア 20 名、カンボジア 16 名、シンガポール 12 名、タイ 19 名、フィ

リピン 20 名、ブルネイ 19 名、ベトナム 19 名、マレーシア 20 名、ミャンマー20 名、ラオス 20 名）、 
東ティモール 18 名 

 
【テーマ・訪問地】 
グループ別：グループ A「気候変動」・宮城県、秋田県  
      グループ B「エネルギー」・北海道 
      グループ C「環境」・北海道 
グループ共通訪問地：東京都 
 
【日程】 

 プレ（事前学習）プログラム（来日までの指定期間）：【課題学習（動画配信）】 
「家庭訪問体験」「南三陸町からのメッセージ」「愛知の魅力～産業、最先端技術～」「日本語」 
 

 オンライン交流プログラム：2024 年 8 月 20 日～8 月 24 日 
8 月 20 日（火曜日）【日本理解講義】「日本の社会と文化」 
 講師：JICE 日本理解講義講師 アンドラディ 久美 氏 

【グループ別交流、課題の確認】 
 
8 月 21 日（水曜日）～8 月 22 日（木曜日） 

3 つのグループに分かれ、グループ A は宮城県、秋田県、グループ B、C は北海道を訪問。 
（１） グループ A「気候変動」 
【講義】「気候変動による海への影響」 
講師：南三陸・海のビジターセンター センター長 平井 和也 氏 
【ディスカッション】、【学校交流】秋田県立由利高等学校、【家庭訪問】宮城県南三陸町 
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（２） グループ B「エネルギー」 
【講義】「日本のエネルギー事情」 
講師：電気事業連合会 広報部 副部長 安田 宗浩 氏 
【ディスカッション】【学校交流】市立札幌清田高等学校、北海道滝川高等学校、 
市立札幌開成中等教育学校 

（３） グループ C「環境」 
【テーマ関連講義・意見交換】「地域と世界のつながり」～北海道の環境問題から考える～ 
講師：Co.DESIGN 有坂 美紀 氏 
【学校交流】北海道滝川西高等学校、北星学園大学附属高等学校 
 

8 月 23 日（金曜日）【日 ASEAN 関係講義】「日本・ASEAN 関係」 
 講師：外務省アジア大洋州局地域政策参事官室 甲藤 岳史 課長補佐  

【ワークショップ】プログラムを通じた学び、SNS 発信による共有、帰国後の活動 
の計画 （アクション・プラン） 

 
8 月 24 日（土曜日）【文化体験】日本の風呂敷文化・多様な包み方 
 講師：True Japan Tour 株式会社 菊地 くに子 氏 

【報告会】訪日成果、アクション・プランの発表 
 

２．記録写真  
オンライン交流プログラム 
グループ共通 

  

2024 年 8 月 20 日【オリエンテーション】 
2024 年 8 月 20 日【日本理解講義】 
「日本の社会と文化」 

グループ A「気候変動」（訪問地：宮城県、秋田県） 

  
2024 年 8 月 21 日【講義】 
「気候変動による海への影響」 

2024 年 8 月 22 日【学校交流】 
秋田県立由利高等学校 
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2024 年 8 月 22 日【家庭訪問】 
宮城県南三陸町 

2024 年 8 月 22 日【家庭訪問】 
記念撮影 

グループ B「エネルギー」（訪問地：北海道） 

  

2024 年 8 月 21 日【講義】 
「日本のエネルギー事情」 

2024 年 8 月 22 日【学校交流】 
市立札幌清田高等学校、北海道滝川高等学校、 
市立札幌開成中等教育学校 

グループ C「環境」（訪問地：北海道） 

  

2024 年 8 月 21 日【講義】「地域と世界の関連」 
2024 年 8 月 22 日【学校交流】 
北海道滝川西高等学校、北星学園大学附属高等学校 

グループ共通（訪問地：東京都） 

  

2024 年 8 月 23 日【講義】「日本・ASEAN 関係」 2024 年 8 月 23 日【ワークショップ】 

  

2024 年 8 月 24 日【文化体験】日本の風呂敷文化 2024 年 8 月 24 日【報告会】 
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３．参加者から寄せられた質問（抜粋） 
 日本理解講義について 
 日本人はなぜ床の上で寝るのですか。 
 日本を訪れるのに一番よい季節はいつですか。 
 テーマ理解講義について 

グループ A「気候変動」 
 ASEAN 諸国で見られるようなサンゴ礁は日本でも見られますか。 
 気候変動によりもたらされる日本経済への影響はどんなことが挙げられますか。 

グループ B「エネルギー」 
 なぜ多くの国が原子力より再生可能エネルギーに力を入れているのですか。 

 CCUS（注）という技術があるにもかかわらず、なぜ私たちはエネルギー危機に直面しているのですか。 

（注）CCUS：「Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage」の略。分離・貯留した二酸化炭素(CO2)を利用するもの。  

グループ C「環境」 

 マイクロプラスチックが問題となっていますが、スーパーではお菓子の包みなどでプラスチックが

すでに使われています。どうしたらプラスチックの使用を減らすことができますか。 
 日本政府はどのような気候変動対策を実施していますか。 

 
４．参加者の感想（抜粋） 
グループ A「気候変動」 

 インドネシア 高校生 
気候変動に関する講義やアクション・プランの発表は特に印象深く、環境保全活動のための実践的

な計画が提言され、自国においても同様の取り組みを実施したいと思いました。また、風呂敷文化

は、伝統と持続可能性がうまく調和し、環境にもやさしい日本の習慣だということを知りました。 
 ミャンマー 高校生 

家庭訪問は最も印象深いものの１つです。自然素材を利用した染物に特に心を奪われました。工芸

そのもののレベルの高さとホストファミリーの伝統工芸に対する真摯な姿勢には目を見張るものが

ありました。 
グループ B「エネルギー」 

 ミャンマー 高校生 
学校交流では、日本人学生たちが発電に関するプレゼンをしてくれたのですが、その革新的なアイ

デアに感心しました。また日本は他国との関係をとても大切にしていることを知りました。日本人

はその伝統・文化を大切に守り、それを日常生活に活かしていることも素晴らしいと思いました。 
 東ティモール 高校生 

学校交流では、学校のこと、日常生活のこと、そして自分自身のことなどたくさん話ができました。

彼らが日本について話すのを聞いていると、とても興味がわき、いつか実際に日本に行って自分自

身で経験してみたいと思うようになりました。 
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グループ C「環境」 
◆ ミャンマー 高校生 

最も印象的だったのは、北海道滝川西高等学校と北星学園大学附属高校との学校交流です。生徒が責

任を持って学校を清潔に維持する掃除活動などは、日本の文化が環境配慮と深く結びついていること

に驚かされました。このような文化的アプローチは、強い連帯感と規律を育みます。さらに、環境保

全に特化したクラブ活動について学び、日本の若者が早い時期から持続可能性について積極的に取り

組んでいるかがわかりました。加えて、これまで知らなかった国連の持続可能な開発目標（SDGs）
を知ることができました。SDGs の目標が、世界的な取り組みの指針となっていることを理解し、学

校の活動にどのように組み込まれているかを目の当たりにしたことは、驚きでした。また、日本の学

生と、文化や環境問題について意見交換し、新たな視点を得ることができました。ミャンマーの学校

でもプログラムで学んだ体験や SDGs 学習を導入することで、若者の環境保全や持続可能な社会に

向けた取り組み活動へ、積極的な参加を促進できると思います。 
 ラオス 高校生 

日本の文化と人々に感銘を受けました。特に日本人学生はとても礼儀正しく、マナーがよいです。そ

して友好的で、日本文化についてもっと知りたいと思わせてくれました。今回の国際交流で異文化

理解を深めることができました。もっともっと新しい文化を学びたいと思いました。 
５．受入れ側の感想（抜粋） 

 講師（エネルギー） 
海外の高校生へ日本の電力事情を説明する貴重な機会を頂きまして、ありがとうございました。答

えきれないほどの数の質問を頂くなど、高校生の積極さに感心いたしました。海外の方への日本理

解の一助になれば幸いです。 

 講師（環境） 
講義に対する質問を多く頂けたことで、関心を持って話を聞いてもらえたものと嬉しく思いました。 

 交流校生徒 
世界とのつながりを経験できたことで、外国に行ってみたいと思うと同時に、様々な国と関わってみ

たいと思いました。コミュニケーションをとれたことが楽しかったので、これから英語をもっと勉強

して、上手く使えるようになりたいです。 
 交流校関係者 

英語の授業とは違い、生きた英語を学ぶよい機会だったように思います。 
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６．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  
2024 年 8 月 20 日（Facebook）東ティモール学生 
このプログラムの目的は、日本と ASEAN 諸国の

若い世代に相互理解を推進するとともに、エネル

ギー開発や環境保全などにおけるイニシアチブを

育むことにあります。そのイニシアチブは、気候

変動、エネルギー、環境分野における日本の対策

や活動に関連付けながら、共に学びあうことによ

ってアジア地域の平和、安定、そして開発に資す

るものです。 

2024 年 8 月 21 日（Instagram）ラオス学生 
今日の出会いは素晴らしかったです。様々な国の

人達とエネルギーについて話し合い、理解を深め

ることができました。気候変動、エネルギーそし

て環境について学びましたが、特に興味深かった

のは、CCS や CCUS と呼ばれる技術で、CO2 を

排出せずに、CO2 を捕まえて利用するというもの

です。また CO2を空気から分離し、それを地中に

埋め、CO2排出量を削減する技術でもあります。 

   
2024 年 8 月 21 日（Facebook）東ティモール学生 
電気事業連合会の安田先生の素晴らしい日本のエ

ネルギー事情についての講義がありました。どの

ように電気が送電されているのかについて、そし

て S＋3E（注）のコンセプトについても学びました。

このように新しいことを学ぶことができて嬉しか

ったです。 
（注）日本のエネルギー政策において、重要とされている

考え方。安全性（Safety）が前提にあり、エネルギーの安

定供給（ Energy Security ）、経済効率性（ Economic 

Efficiency）、環境適合（Environment）を同時に実現すると

いうもの 

2024 年 8 月 23 日（Facebook）タイ学生 
JENESYSプログラムに参加でき光栄に思います。

日本語や日本文化について多くの知識を習得した

うえ、日本の学生と一緒に学べて最高でした。文

化以外にも気候変動について新たな視点を得まし

た。気候変動がもたらす海への影響では、現在私

たちが予測している以上の問題を引き起こす可能

性があることを学びました。また、ホストファミ

リーや日本の学生と交流できてとても嬉しかった

です。ここで得た全ての知識はとても役に立つも

のであり、実行に移すことを楽しみにしています。 
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2024 年 8 月 23 日（Instagram）マレーシア学生 
2024 年 8 月 20 日から、「JENESYS2024 ASEAN-
Japan オンライン交流」に参加し、日本の文化や

睡眠方法など、日本に関する新しい情報をたくさ

ん得ることができました。日本は、自然の美しさ、

親切な人々、先進的な経済、最先端の技術革新、興

味深い文化や伝統、そしておいしい食べ物で知ら

れている国です。またこの（プログラムの）ような

経験ができることを願っています。 

2024 年 8 月 24 日（Facebook）ミャンマー学生 
今日はオンライン交流プログラムの最終日です。

プログラム期間中、私は多くのことを学び、貴重

なスキルを身につけ、成長し、貴重なことにグル

ープの仲間とつながることができました。 
このような経験をさせてくれた皆さんに心から感

謝します。このプログラムを通して得た知識と友

情は、一生の宝物になるでしょう。 

 
2024 年 8 月 26 日 市立札幌清田高等学校ホームページ掲載 

 

７．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 
グループ A「気候変動」（訪問地：宮城県、秋田県、東京都）全 6 グループ発表 
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■グループ：A2 
【成果の発表】 
１）日本についての学び 
公共交通機関の充実、衛生、勤勉性等については、

有名ですがその他に、文化や気候、日本人とその

社会について視野を広げることが出来ました。 
２）「気候変動」の学び 
一般的定義は知っていましたが、日本の海洋生物

に対する影響や日本の施策の知見を深めました。 
【アクション・プラン】「環境保全アクション」 
・メンバー全員が、他の学生と一緒にごみの分別

を行う 
・エアコンの利用軽減を促進 
・学校や家で植物を育てることを促進 
・日本で得た学びを紹介 

■グループ：A5 
【成果の発表】 
１）日本についての学び 
日本の印象は技術と革新、自然美、産業等でした

が、プログラムを通じて、地理的な特徴、日本人や

社会、文化のほか、食べ物や住宅といった日常生

活についても知識を得ました。 
２）「気候変動」の学び 
原因と言われていることや気候変動の負の影響に

ついて多少の知識はありましたが、主たる原因や

日本の海洋生物における影響を学びました。 
【アクション・プラン】「気候変動アクション」 
 ラジオ局を通して気候変動に着目したキャンペ

ーンを展開します。 
 メンバーは各自、WhatsApp や Instagram などの

プラットフォームを利用して企画やインタビュ

ーを行います。 

グループ B「エネルギー」（訪問地：北海道、東京都）全 6 グループ発表 

  

■グループ：B3 
【成果の発表】 
１）日本についての学び 
訪日前：日本人は一般的に物静かで、電車等では

周りへの配慮から騒がしく話しません。 
訪日後：ごみの分別によるリサイクル活動が浸透

しています。日本は時間を厳守します。 
２）「エネルギー」の学び 
福島第一原発事故については知っていましたが、

今回のプログラムでは、事故後、原子力発電が減

少し、風力発電等の再生可能エネルギーへのシフ

■グループ：B4 
【成果の発表】 
１）日本についての学び 
訪日前：日本は、アニメ、和食、有名人、礼儀正し

さ、そして人気の観光スポットというイメージ。 
訪日後：伝統を重んじると同時に新しい技術を取

り入れる温故知新の精神があります。日本人は「が

んばる！」という言葉をよく使います。日本の国

土は南北に長いため、気候は地域によって多様で、

四季の違いがはっきりしています。 
２）「エネルギー」の学び 
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トが起こったことを学びました。日本のエネルギ

ー政策の指針は、安全性を前提に 3E（エネルギー、

環境、経済効率）を推進していることです。日本の

CO2 排出の 40％はエネルギー産業に起因してい

ることや、総発電量が約 1 兆 1100 億 kw であるこ

とも学びました。 
【アクション・プラン】「ごみ分別リサイクル活動」 
・学生によるプロジェクトチームを主軸とし、色

分けした 6 種類のごみ箱を学校内の廊下やカフ

ェテリア、屋外に設置し、ごみ分別の意義を伝

えます（赤：金属、緑：リサイクル材料、黄：プ

ラスチック、茶：有機ごみ、青：紙、黒：一般ご

み）。 
・地元リサイクル業者の協力も得ることを検討。 
・モニタリングを行いながら三か月間継続的に実

施します。 
・期待される効果は、ごみ削減、省エネルギー、若

者の環境意識の高まりと行動の変化です。 

日本ではかつて石炭を用いた火力発電が主流でし

たが、原子力発電も利用するようになり、福島第

一原発事故前は、総発電量の 30％を占めていまし

た。日本のエネルギーの種類は複雑で、火力発電

や原子力発電だけでなく、水力、風力、地熱、太陽

光等を利用して発電しています。環境への配慮か

ら近年は特に大きな変化が起こっています。 
【アクション・プラン】「エネルギー保全、明日を

守る」エネルギー不足についての認識を高め、省

エネを推進します。 
・ASEAN で複数のグループを作り、今年の 9 月か

ら 11 月にかけて、若者・子供に向け、ポスター

やパンフレット等なを用いて、省エネルギーの

良さをアピールします。 
・ボランティアグループと協力して、学校を訪問

し、子どもたちには寸劇などで楽しく省エネの

大切さを伝えます。 

グループ C「環境」（訪問地：北海道、東京都）全 6 グループ発表 

  

■グループ：C2 
【成果の発表】 
１）日本についての学び 
日本は行動、言葉、表情がとても礼儀正しく、マナ

ーも厳格です。とてもよく働き、時間を守ること

をとても大切にしています。日本では、醤油、納

豆、味噌等、多くの方法で大豆を食べています。 
２）「環境」の学び 
主に生態系の持続可能性に関する SDGs に触れ、 
SDGs が、国際社会が設定した目標を達成するた 
めのロードマップとして機能していることを実感 

■グループ：C6 
【成果の発表】 
１）日本についての学び 
日本の文化（名所、祭り、宗教）や 環境問題、社

会問題、そして 外国人から見た日本ではなく、日

本人から見た本当の日本について学びました。 
２）「環境」の学び 
クリーンな国として知られる日本でさえ、環境問 
題に直面しています。環境問題が私たちの社会に 
とってどれほど重要で深刻な問題なのか、そして 
私たちはどのように協力して環境問題を改善して 
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しました。また、このプログラムを通じ日本にお 
ける学校の清掃活動や環境サークルなど、さまざ 
まな事例に触れ、日常的な実践や地域社会への参 
加が果たす役割を学ぶことができました。 
【アクション・プラン】「健康的な環境生活の推進」 
・健康的な環境生活の概念を広めるために、学校 
やコミュニティセンターで教育イベントを開催 
します。  

・具体的には、私たちの環境がどのような状態に 
あるのか、どのように環境を保護することがで 
きるのか、プログラムからどのような結果が期 
待されるのかなどを説明します。そして、人間

が環境に与える影響について、生徒や地域住民

の意識を高めることを目指します。 
・また、各自で環境保全に関する意識を高め、持

続可能な実践を促進するためのキャンペーンを

実施します。 

いくことができるのかを学びました。 
【アクション・プラン】「大気汚染の理解促進」 
・プログラム経験を紹介し、大気汚染に対する認 
識を広める活動を実施します。 

・具体的には、Facebook、Instagram、TikTok にア 
カウントを開設します。名前は「Clean Zone with 
Csix」とします。 

・SNS を通じて、プログラムでの経験、なぜこの

ページを立ち上げようと思ったのか、各メンバ

ーがプログラムから学んだこと、プログラム終

了後、2 か月間の生活の中でそれをどのように

生かしたのかを共有します。 
・また、このプログラムで最も印象に残ったこと

を、9 月から 11 月までの 3 か月間、英語と母国

語で共有します。 

 
実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


